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時間 録

# 時 １０ 分 キックオフ 観衆 者

晴 強 人 良好 主審 副審

曇 風 弱 工 不良 A1

雨 無 芝 泥沼 A2

1 1

0 0

先 先

○ × ○ ×

選 手 名 選 手 名

分 3 1 ＧＫ ＧＫ 1 3 分

分 2 3 ＤＦ ＤＦ 2 1 分

分 3 * 3 3 4 ＤＦ ＤＦ 3 1 分

分 3 5 ＤＦ ＤＦ 4 2 分

分 1 13 ＤＦ ＤＦ 5 3 分

51 分 1 2 15 ＭＦ ＭＦ 7 2 2 分

分 2 3 10 ＭＦ ＭＦ 8 3 2 分

分 3 9 ＭＦ ＭＦ 9 3 75 分

HT 分 2 3 6 ＭＦ ＭＦ 10 3 分

分 2 1 3 11 ＦＷ ＦＷ 11 2 1 2 分

分 1 2 16 ＦＷ ＦＷ 13 1 * 1 62 分

番 分 2 12 ＧＫ ＧＫ 20 2 分 番

番 分 2 18 ＤＦ ＤＦ 6 3 分 番

6 番 分 2 8 ＭＦ ＤＦ 12 3 分 番

番 分 2 28 ＭＦ ＤＦ 17 1 分 番

番 分 1 19 ＭＦ ＤＦ 19 3 分 番

番 分 3 17 ＭＦ ＭＦ 15 1 分 13 番

番 分 3 22 ＦＷ ＦＷ 14 3 分 9 番

15 番 分 2 3 7 ＦＷ ＦＷ 16 3 分 番

番 分 1 25 ＦＷ ＦＷ 18 2 分 番

小計 合計 合計 小計

番 延後延前後半前半 前半後半延前延後 番

分 2 7 Ｇ Ｋ 3 4 分

分 5 3 Ｃ Ｋ 1 0 分

分 3 2 直接 ＦＫ 1 2 分

分 0 1 間接 ＦＫ 0 2 分

分 0 0 Ｐ Ｋ 0 0 分

4 分 分 分

14 分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

（ ） （ ）

大阪高体連サッカー部 会場責任者 主審サイン

公 式 記 録
三宅　愛 筒井　雅俊

第2試合

大
会
名

８０分 中馬　杏梨

大阪高校総合体育大会〈女子の部〉
決勝リーグ 第３節 令和2年10月17日 (日)

筒井　雅俊　氏 津組　泰彰　氏 前田　貴史　氏
会
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天
候

状
態

審
判

第４の審判員

北村　成司　氏

高等学校

【チーム名】 kick off

1

前半

1

【チーム名】 kick off

PK戦

背番号

背
番
号

背番号

大 商 学 園 高等学校 後半 大 阪 桐 蔭

濱岸　可那子 東　瑞里

伊東　珠梨 彦阪　由依

時間 時間

竹下　奏彩 加藤　杏寿

後半 延長前半 延長後半
交代

学
　
年

シュート（得点者は＊印）

交代
延長後半 延長前半 後半 前半 前半

シュート（得点者は＊印）
学
　
年

背
番
号

位置

河原林　紬 前田　美海

稲垣　真衣 瀧口　愛梨

佐伯　綾 升田　莉子

森　文佳 山元　麻由

中津留　彩奈 山下　朝子

長尾　ののか 水上　凜子

高橋　雅 杉村　菜々子

北岡　梨愛里 矢野　愛華

選手 選手

力丸　里保 上田　安梨沙

宮本　妃菜里 林　知奈
交代 高木　琳 片本　奈緒 交代

中川　ひなの 大田　歩美

大住　六花 寺岡　史菜

鬼頭　こはな 尾野　まりん

徳本　華暖 徳本　千夏

上原　すずか 中野子　綾愛

高瀬　千晶 橋本　結菜

警・退 時間 氏　　名 事由 合計

10 7 17

チーム合計 合計 警・退 時間 氏　　名 事由

8 6 2シュート数

8 1

9 7

1 2

5 3

得
　
点

時間 チーム 得点者 アシスト 時間 チーム 得点者

0 0

アシスト 時間 チーム 得点者 アシスト

大商学園 伊東　珠梨

大阪桐蔭 片本　奈緒

大商学園、大阪桐蔭共に１－４－４－２のフォーメーション。雨の影響でピッチが非常にスリッピーな状態でキックオフした。立ち上がりか
ら大商学園はDF④伊藤の正確なロングボールから大阪桐蔭DFラインの背後のスペースを狙い試合のペースを掴んでいく。その中で、大商学
園FW⑯高木のボールキープから2列目の選手が前線へ抜け出し、パスを受けPA中央右前でファールを受けると、そのFKをDF④伊藤がゴー
ルキーパーとの駆け引きを制し、直接決めた。
大阪桐蔭はFW⑪林のポストプレーから攻撃を展開し、少しずつリズムを作っていった。どちらもハードワークが徹底され、ボールの奪い合い
の時間が続く中で、大阪桐蔭は前線からのプレッシャーで相手のミスを誘い、GKへのバックパスをFW⑬片本が奪い、ゴールへ流し込み同点
に追いついた。同点後は互いにチャンスを作るも、両チームDF陣が集中した守備と粘り強い対応でゴールを許さない展開が続いた。後半に入
り、大商学園はMF⑧北岡、MF⑦大住を投入しボールポゼッション率を上げながら試合を支配しつつ、チャンスを作るも、大阪桐蔭DF⑤水上
を中心とした守備を最後まで崩せなかった。大阪桐蔭もサイド突破からクロスをゴール前で合わせるも決めれず、互いにチャンスを生かすこ
とができず同点のまま試合は終了した。

戦評者氏名 安 尾 俊 輔 勤務先又は所属　 大阪府立守口東高等学校

交 代 要 員交 代 要 員


